
 

 

 

 

 

令和 5 年度 （一社）廃棄物資源循環学会 

春の研究討論会 

 

セミナーC：講演集 
 

 

官民連携による 
一般廃棄物の適正処理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5 年 5 月 25 日 15:30～17:30 

 

 

廃棄物資源循環学会  

産廃研究部会 

廃棄物計画研究部会 

 



 

「官民連携による一般廃棄物の適正処理」 

（産廃研究部会・廃棄物計画研究部会） 
 
人口減少や財政難など多様な課題を抱える市町村にとって、一般廃棄物の適正処理を確保する

ことが困難な状況になりつつあります。現在、処理・リサイクル施設の広域化や集約化が進めら
れている中で、民間事業者との連携事例も増えてきました。市町村にとっては一般廃棄物の処理
委託することで施設整備にかかる経費を節減でき、一方、民間事業者にとっては収入の確保に繋
がり安定した一廃・産廃の処理・リサイクル事業を継続することができます。地域内の廃棄物を
一廃・産廃問わず、官民連携によって処理・リサイクルすることが地域循環共生圏を形成する上
でも重要なファクターになります。 
そこで本研究討論会では、民間事業者による一般廃棄物の適正処理に関する事例を紹介すると

共に、官民連携に至った経緯やその実現までのハードル、実際に処理が開始されてからの課題に
ついて情報共有したいと思います。ご参加される皆様の気づきや学びになれば幸いです。 
 
プログラム（敬称略）  

司会：稲葉陸太 （国立環境研究所） 
 15:30 1) 開会 

2）開会挨拶 廃棄物計画研究部会長 石井一英（北海道大学）  
15:40 3）官民連携による地域貢献と一般廃棄物処理の実態 

     ・株式会社富士クリーン 町川 和倫 
     ・三重中央開発株式会社 田村 隆徳 

・斑鳩町住民生活部環境対策課 東浦 寿也 
16:45 4）パネルディスカッション 

  コーディネーター：石井一英（北海道大学） 
  パネラー：上記講演者３名＋株式会社丸幸 渡邉 俊介 

 17:25 5）閉会挨拶 産廃研究部会長 袖野 玲子 （芝浦工業大学） 
 17:30  6）閉会 
 
※アンケートへのご協力をお願いします。 

URL https://forms.office.com/r/J5WMEubLeM 

 

https://forms.office.com/r/J5WMEubLeM
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官⺠連携による
地域貢献と⼀般廃棄物処理の実態

1

２０２３年５⽉２５⽇

三重中央開発株式会社
三重事業所 ⽥村 隆徳
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1. ⼤栄環境グループ概要

連結⼦会社 30 社

※ その他グループ企業︓⾮連結⼦会社２社、持分法適⽤関連会社5社、持分法⾮適⽤関連会社７社

※2023年3⽉末時点

⼤栄環境(株)

(株)摂津清運 (株)神⼾ポートリサイクル

(株)クリーンステージ

(有)芦屋浄⽔ DINS北海道(株)

DINSみらい(株)

(株)セーフティーアイランド 京都かんきょう(株)

⼤栄アメット(株) (株)摂津 三基開発(株)

資源循環システムズ(株) 近江⼋幡エコサービス(株) (株)クリエイトナビ

(株)アイエスブイ・ジャパン (株)⼤栄環境総研

(株)プラファクトリー (株)東北エコークリーン 忠岡エコサービス（株）

農事組合法⼈ねぎぼーず

(株)グリーンアローズ関⻄ (株)ソフトウェアトータルサービス

(株)総合農林

(株)丸与商店 (株)ディンズ環境分析センター

三重中央開発(株) DINS関⻄(株)

他企業からの出資もある会社

(株)共同⼟⽊ (株)ジオレ・ジャパン

農事組合法⼈槇の⾥

従業員数︓2,469名

©2022 DAIEI KANKYO All rights reserved.
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1. ⼤栄環境グループ概要

30カ所
再資源化
施設等

⼤栄環境
および
連結⼦会社保有

17カ所
その他
事業拠点

13カ所営業所

1カ所
再資源化
施設等持分法⾮適⽤

関連会社保有
6カ所

その他
事業拠点

2カ所
再資源化
施設等持分法適⽤

関連会社保有
3カ所

その他
事業拠点

©2022 DAIEI KANKYO All rights reserved.
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1. ⼤栄環境グループ概要（ 三重中央開発㈱ ）
新設する破砕施設 位置図

三重中央開発㈱ 敷地境界

至名古屋

至大阪

2022.9月撮影

約90km 約110km
大阪 名古屋

1980年8月 創業

当社

©2022 DAIEI KANKYO All rights reserved.
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1. ⼤栄環境グループ概要（ 三重中央開発㈱ ）

選別場

エネルギープラザ 焼却炉：318ｔ/日 × 2基
焙焼炉：187ｔ/日、乾燥炉：100ｔ/日、炭化炉：30ｔ/日

焼却炉：130t/日

破砕選別施設：250t/日 木材チップ製造施設
：243t/日

電気機器ﾘｻｲｸﾙ施設：30t/日 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾘｻｲｸﾙ施設：36t/日

焙焼炉：200t/日 ｼﾞｵﾒﾙﾄ無害化施設：4.75t/日

管理型最終処分場：12,807,077ｍ3

RPF製造施設：138t/日 混練造粒施設：400t/日

全ての施設で

一廃廃棄物
産業廃棄物

の処理が可能

©2022 DAIEI KANKYO All rights reserved.
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1. ⼤栄環境グループ概要（ 三重中央開発㈱ ）

・破砕施設 311 t／⽇（12h）
・メタン発酵施設メ320 t／⽇（24h）
・脱⽔施設 612 t／⽇（24h）

発電能⼒

kWh
2，000約

©2022 DAIEI KANKYO All rights reserved.
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1. ⼤栄環境グループ概要（ 三重中央開発㈱ ）

焼却炉：130t/日 焙焼炉：200ｔ/日

エネルギープラザ
焼却炉：318ｔ/日 × 2基、 焙焼炉：187ｔ/日、 乾燥炉：100ｔ/日、 炭化炉：30ｔ/日

©2022 DAIEI KANKYO All rights reserved.
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2. ⼀般廃棄物をめぐる現状
⺠間委託に求められる企業の課題

強固な
信頼関係

環境配慮
コスト低減

非常時の
処理体制

事業の
安定性

©2022 DAIEI KANKYO All rights reserved.
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2. ⼀般廃棄物をめぐる現状
一般廃棄物 焼却施設（民間）の位置図 可燃ごみの処理方式 及び 処理能力

（R2年度末時点）

三重中央開発㈱

引⽤：三重県HP（https://www.pref.mie.lg.jp/common/content/001019336.pdf ）

©2022 DAIEI KANKYO All rights reserved.
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2. ⼀般廃棄物をめぐる現状

一般廃棄物処理に伴う
伊賀市との事前協議の実施(毎年）

東：群馬県・栃木県・千葉県 から

西：山口県・福岡県・佐賀県 まで

（2022年度における当社への搬入実績）

伊賀市外からの搬⼊について

©2022 DAIEI KANKYO All rights reserved.
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3. ⼀般廃棄物処理事業の事例

代表企業：大栄環境㈱
構成員 ：三菱重工環境・化学エンジニアリング㈱

三重中央開発㈱、㈱秋村組
協力会社：極東開発工業㈱

◎事業期間（19.8年間）
2016年8月1日～2036年3月31日

○熱回収施設
76t（38t×2炉）・ストーカ方式
発電定格出力980ｋｗ

○リサイクル施設
15.82t（不燃・粗大ごみ8t
空き缶0.6t ペットボトル0.87t） 写真：近江八幡市環境エネルギーセンター建設

D：Design （設計）
B：Build （建設）
O：Operation （運転管理）

©2022 DAIEI KANKYO All rights reserved.
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3. ⼀般廃棄物処理事業の事例

写真：近江八幡市環境エネルギーセンター

©2022 DAIEI KANKYO All rights reserved.
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3. ⼀般廃棄物処理事業の事例

写真：熱回収施設運転管理 写真：不燃物施設 写真：カンリサイクル施設

写真：ペットボトルリサイクル施設

©2022 DAIEI KANKYO All rights reserved.
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3. ⼀般廃棄物処理事業の事例

可燃物を処理委託する事例

写真：エネルギープラザ

施設の延命化を図る
ストックマネジメントの導⼊

新施設建設に伴う
地域との調整

・ 基幹改修時の⼀時的な廃棄物搬出

・⼀定期間廃棄物搬出（中継基地の建設も）

©2022 DAIEI KANKYO All rights reserved.
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3. ⼀般廃棄物処理事業の事例

基幹改修⼯事や緊急トラブル等の場合

写真：スポット可燃物積込風景

①ピットから重機で
可燃物を取り出す

②取り出した可燃物を大型
コンテナへ積込～搬出

焼却
ピット

緊急トラブル対応
年間3〜4件

焼却ピットから重機で廃棄物を取出し⼤型⾞両で搬出

©2022 DAIEI KANKYO All rights reserved.



17

3. ⼀般廃棄物処理事業の事例

可燃物を処理委託する事例（伊賀市）
・⼀般廃棄物（可燃ごみ）処理・運搬及び中継施設業務委託

令和2年4⽉1⽇〜令和8年3⽉31⽇（6年間）

①中継施設ピットからクレーンで
可燃物をコンテナ車両へ積込～搬出

②エネルギープラザ
焼却ピットへ

©2022 DAIEI KANKYO All rights reserved.
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位置図（三重中央開発 と 伊賀市 中継施設）
新設する破砕施設 位置図

三重中央開発㈱ 敷地境界

至名古屋

至大阪

2022.9月撮影

伊賀市 中継施設

エネルギープラザ

©2022 DAIEI KANKYO All rights reserved.
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3. ⼀般廃棄物処理事業の事例

埋立処分場容量確保が喫緊の課題

写真：エネルギープラザ 焙焼炉

・⼀時期は溶融炉で⾃前で再資源化まで
⾏っていたが、⽼朽化とコストが合わない

・最終処分場延命や再資源化の観点から
⺠間委託のケース増加

・委託先の選定エリアも年々広域化の傾向

©2022 DAIEI KANKYO All rights reserved.
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3. ⼀般廃棄物処理事業の事例

1995年の阪神・淡路⼤震災以降、多くの現場で災害廃棄物処理
の実績を積み重ね、万⼀の発災時にも適正かつ円滑・迅速な⽀援
を⾏う体制を整えています。

災害廃棄物処理への
適正かつ迅速な対応 信頼関係の構築

©2022 DAIEI KANKYO All rights reserved.
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当社がこれまでに関与した⾃然災害（災害廃棄物発⽣量）

兵庫県台⾵
21号、23号

（ 6.7万ｔ）

東⽇本⼤震災
（ 3,100万ｔ）

阪神・淡路⼤震災
（ 1,500万ｔ）

熊本地震
（ 311万ｔ）

関東東北豪⾬
（9.3万ｔ）

台⾵23号、
紀伊半島⼤⽔害
（ 12万ｔ）

⻄⽇本豪⾬台⾵
21号

（ 190万ｔ）

房総半島
東⽇本台⾵

（ 116万ｔ）

九州豪⾬
（ 56万ｔ）

1995/1

2011/3

⼤阪府台⾵
20号、21号、24号

（ 197万ｔ）

20202019201820162015201120041995

2020/7

2018/7
2019/10

2011/8-9 2016/42004/10 2018/8-9

2015/9

3. ⼀般廃棄物処理事業の事例

©2022 DAIEI KANKYO All rights reserved.
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取引⾃治体数*1の推移

*1︓ 取引⾃治体数には、都道府県、東京23区を含み、また広域連合に関しては、構成する各市町村をそれぞれ１⾃治体としてカウントして算出
*2︓ 全国の⾃治体数は、1,788⾃治体（1,788⾃治体は、2023年４⽉１⽇時点の全国地⽅⾃治体1,718（東京23区除く）に、東京23区と47都道府県を合算したもの
出典︓ 政府統計の総合窓⼝（e-Stat）（http://www.e-stat.go.jp/）

災害⽀援協定数の推移

 2013年９月の 三重エネルギープラザ竣工後、

自治体との取引拡大が加速

 施設トラブル時等、一時的な処理受託が増加し、

実績や信頼を積み重ねる

取引⾃治体数の推移・災害⽀援協定数の推移

全国の⾃治体数*2の
約24%

全国の⾃治体数*2の
約9%

 2019年３月期の大阪北部地震、 西日本豪雨、台風21
号等の災害に関連して約60の被災自治体の災害廃棄
物処理を実施

 災害廃棄物処理実績のある大栄環境株式会社との

協定締結要望が急増

3. ⼀般廃棄物処理事業の事例

197

425

全国の⾃治体数*2の
約24% 15

154

2023年 3 ⽉末

全国の⾃治体数*2の
約9%

2018年 3 ⽉末2023年 3 ⽉期2015年 3 ⽉期

©2022 DAIEI KANKYO All rights reserved.
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災害⽀援協定⾃治体
数

災害⽀援協定数の推移
● 1995年の阪神・淡路⼤震災では、震災廃棄物全体の1/3 の処理に

携わる。
● 2015年の関東東北豪⾬では、陸上輸送と海上輸送 の広域処理により、

⼤栄環境グループの総合⼒を発揮。
● グループがこれまで携わった総取扱実績はおよそ 550万トン

各⾃治体との災害⽀援協定の締結

2023.5.1 時点157件

3. ⼀般廃棄物処理事業の事例

©2022 DAIEI KANKYO All rights reserved.

広域で安定した
⺠間処理委託スキーム

の提供が可能

各市町村の
事業継続計画（BCP）

の実現に寄与

24

施設の⽼朽化に
よる⼤規模修繕

⼤栄環境グループ

オリックス資源循環株式会社

DOWAエコシステム株式会社

災害発⽣に伴う
処理能⼒を超える
廃棄物の発⽣

⺠間の処理業者
へ委託

有事の際のバックアップ体制

⼀般廃棄物処理の広域ネットワーク構築（2016年2⽉）

建て替え
トラブル発⽣等

3. ⼀般廃棄物処理事業の事例

©2022 DAIEI KANKYO All rights reserved.
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4. 公⺠連携（PPP）事業

先⾏事例②︓兵庫県相⽣市

事業場所 熊本県上益城郡御船町内

処理
対象物

⼀般廃棄物（上益城郡５町ほか）、
産業廃棄物、災害廃棄物

先⾏事例①︓熊本県上益城郡

施設の
概要

【処理規模】
リサイクル施設 900ｔ／⽇
エネルギー回収施設 400ｔ／⽇
メタン発酵施設 30ｔ／⽇
堆肥化施設 60ｔ／⽇

事業場所 兵庫県相⽣市内

処理
対象物

⼀般廃棄物（相⽣市ほか）、
産業廃棄物、災害廃棄物

施設の
概要

【処理規模】
リサイクル施設 900ｔ／⽇
エネルギー回収施設 220ｔ／⽇

2030年３⽉期までに、全国12か所で公⺠連携協定を締結、そのうち４か所においては稼働開始を⽬指す

公⺠連携（PPP）事業の事例

協定締結
時期 2021年10⽉ 協定締結

時期 2021年10⽉

先⾏事例③︓⼤阪府泉北郡忠岡町

事業場所 ⼤阪府泉北郡忠岡町内

処理
対象物

⼀般廃棄物（忠岡町）、
産業廃棄物、 災害廃棄物

施設の
概要

【処理規模】
リサイクル施設 検討中
エネルギー回収施設 220ｔ／⽇

協定締結
時期 2023年２⽉

©2022 DAIEI KANKYO All rights reserved.
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4. 公⺠連携（PPP）事業

*1︓ 2022年４⽉１⽇時点の全国地⽅⾃治体1,718（東京23区除く）に、東京23区と47都道府県を合算したもの
出典︓総務省統計局ホームページ (http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2020/kekkka.html)

全国の過疎⾃治体数

885/1,788*1

少⼦⾼齢化・⼈⼝減少による財政難
基本機能の存続の危機

熊本県上益城郡５町
熊本地震で被災し、

廃棄物処理施設整備の⾒直しが必要に

事業スキーム

可燃ゴミ

⾷品廃棄物

災害廃棄物

⺠間企業

建設廃材

⼯場廃材

⾷品廃棄物

医療系廃棄物

企業地元地域
供給供給

委託委託

エネルギー

上益城郡５町 新会社

リサイクル施設

堆肥化施設

メタン発酵施設

エネルギー回収施設

新電⼒会社

エネルギー

公⺠連携（PPP）事業開始の経緯

施設の概要

リサイクル施設 処理規模︓900ｔ／⽇
エネルギー回収（焼却）施設 処理規模︓400ｔ／⽇
メタン発酵施設 処理規模︓ 30ｔ／⽇
堆肥化施設 処理規模︓ 60ｔ／⽇

処理対象物 ⼀般廃棄物（上益城郡5町ほか）、産業廃棄物、
災害廃棄物⼤栄環境

ソリューションとしての地域循環共⽣圏の構築
現地のパートナー企業と連携し、

資源循環のモデルとなる施設を⽬指す

公⺠連携（PPP）事業における熊本県での事例では、住⺠⽣活や企業活動で発⽣した廃棄物をエネルギー回収施設等で
受け⼊れることで、処理過程で発⽣する熱エネルギーを活⽤し、発⽣した電気や熱を地域で活⽤する資源循環のモデルとなる
施設を⽬指しています。

公⺠連携（PPP）事業の概要︓熊本県上益城郡5町

©2022 DAIEI KANKYO All rights reserved.
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5. さいごに
⼤栄環境グループとして⽬指すもの

「 」

「廃棄物処理」のあり⽅を変える 「資源循環」のあり⽅を変える

「⼀般廃棄物と産業廃棄物の
⼀体的処理」によって

資源やエネルギーに変える
地産地消の仕組みづくり

ケミカルリサイクルや
CO2・バイオマスの原料利⽤等を

多様なパートナー企業との
共創で推進

新たな価値を⽣み出すイノベーションに挑戦し続ける
©2022 DAIEI KANKYO All rights reserved.

ご清聴ありがとうございました
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パネルディスカッション
議論1 官⺠連携の課題について

・実現までのハードル
・現在抱えている課題
・将来想定される課題

議論2 官⺠連携のこれからについて
・相乗効果
・展望や希望

フロアからの質問

MEMO




